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副学長に就任 して

この度 、6月16日 付で教育研究及 び厚生補導担 当

の副学長 に就任 しました。僅 かふた 月の副学長職 で

すが、現 在抱 えてい る諸問題 、21世 紀の本大学の益

々の発展 を目指 して進 めていかなければならない事

項等 々に接 するに及んで、これまでの歴代の副学長

の御尽 力、関係職員の御苦労 が理解 され、責任 の重

さがひ しひ しと身 に しみてい る昨今です。

旭川医科大学 は、社会に貢献 し得 る医師、医学研

究者 を養成 する大学 として成長 して きま した。 この

4月 からこれ らに加 えて、高 い資質 を有す る看 護職

者、看 護学研究者 を養成す る看護学科 を発足 させ、

現 在本学 は ・層充実 した医療系大学へ発展す る出発

点 にあ ると理解 してお'ります。 大学の使 命は、社会

の要請 に即 した医学 ・医療 に携 わる人材 を育て るこ

と、 そ して医学 ・看護学 の研究 を推進す ること、 そ

して第一線の先端医療 を行 うこ とです。 これ らを総

括、推進 している学長 を補佐 し、効果的 な組織運営

を大いに勤 めよ うと思 っています。

21世 紀 には、物 事を地球規模で 考 え、国際的 に活

躍 し、100才 まで生 きる人が 多くを占めると言 われ

ています。そ してこれ に対応 で きる医師 ・看護職者

の養成 が求め られて います。優秀 な学 力で入学 した

本学学生は、均一 な学生集団で単科 大学 とい う条件

か らも狭 い範囲内での活動が 多かったよ うに思 われ

ます、,これか らは学生時代 か ら社会 人 との交 わ りを

多 くし、又学科間の交流 を盛 んに し、視野の広 い人

間性豊 かな医療 人に成長 す ることが望 まれ ます。 こ

れらをさらに推進す るためには、今後教育 カ リキュ

ラム、入学 者選抜方法等の手直 しが必要 となると思

われます。

将 来への展望 は さてお き、現 在の学生諸君 には積

極的 に白 ら勉強 す る習慣 を身 につ けて欲 しいもので

す、、我 々教官 ・事務職 員が最善 を尽 くして行 って い

る授業 を通 して、全ての分野 に興味 を持っ ことは困

難で しょうが、何 か 一点で も心 に残 った事柄 を集中

副帳 片 桐

して勉強 し、それ を広 げて いくの も一つの 方法 と思

われ ます、,特に看護学科の学生諸君 には、第一 期生

とい うことで我 々は大 きな期待 をいだいて教育 に当

たってお り、積極的 に学 び、活躍す る姿勢 を造 り、

後輩 へ引 き継 いで いただ きた いと思 います。

大学 における研究は、時流 に左右 されない純粋 に

新 しい物質 、現象の探求 か ら、その時 々の流行 に乗

った研究 まで幅広 く行 われて います。各講座 ・学科

目での 白山 な発想 に支 えられて、これ迄 に数 々の優

れた業績 が出てお り、更 に中央研究組織の充実、有

効利用 によ り一層の研究の発展が望 まれます。

以前 に 『研究のすすめ』 と題 して機器セ ンターニ

ュースに研究 につ いて私兄 を述べ ました。 その中 に

記 した私 の恩師 か ら日々に言 われた 「へ たな研 究、

休 むに似 た り」 は今 もって私の挙動 を縛 り続 けてい

ます。 しか し研究成果が瞬時 に世 界 をかけめ ぐる現

在、研究 を休 むことは研究放棄 に似 ています。現 在

の研究軌道 を止 しく保 ち、時 には ドンキホ ーテ的発

想で新 しい研究 に 手を出すことも重要 と考 えてい ま

す、,

学生諸君の心身の健 康維持 については、保健 管理

セ ンターの各医師 ・職 員が献身的 にd」111_話して4Jり 、

学生諸君 には心強 く感 じていると思 われます。又本

学で は学年担当制度 によ り、勉学は もとよ り学生諸

君の身辺の諸問題 に教官が親 身になって相談 に乗っ

て くれます,,こ れ らの2本 柱 を中心 に厚生補導 を進

めてい きた いと思 います、、

これからの21世 紀 には、病 める人に全人的 に対応

で きる心豊 かな医帥 ・看護職者 が望 まれ ます、,そし

て各自の有す る優 れた点 を強調 する世界、個性 を重

ん じる世界になるで しょう、、自分自身で気付 かなか

った個性 は、他人 と交わって気付 くことが 多々あ り

ます。学生諸君は正直 に自分 を川 して他 との交流 を

深 め、個性盟 かな学十 に育 って くれ ることを祈って

ます。
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人間の弱 さを洞察する力を

1989年 に全国で11校 だった看護 大学(ま たは看護

学部)は 、1996年 現在45校 を越 え、 さらに看護大学

の設置が予定 されています。おそくに期 した看護教育

の大学化 は、看護学 の発展、ひいては 「看護の質の

向上」 にっ ながるものと、看 護に携 わる一人 と して

喜んでお りま した。

そんな中、縁 あって4月 か ら、私 自身 が大学で看

護教育 に携 わることにな りま した。長 く短大で看護

教育に携 わって きた私は、4カ 月 を経 た今 日、次の

二っ のことを強 く感 じ、考 えさせ られています。そ

の一 は 「看護 の質の向上」 を目指 しての大学化 であ

りなが ら、地 方大学 を中心 に全国的 に看護教 育者の

人材不足 が深刻で ある とい う現 実 です 。 その二 は

「看護の質の向上」 を目指 した大学教育 とは何 か、

とい う問題 ・課題です。

看護教育 カリキュラムは長 い間、伝統的 な医学モ

デルで展開 されて きま した。伝 統的 な医学モデルで

は、看護の知識 は主 と して医学 に基 づいた内容で あ

り、実践へ のアプローチは内科 ・外科看護 、産科看

護など、診療科中心の看護 に焦 点 があて られ、"医

師の診療 の介助"が 看護 の主要 な役割 と考 え られて

いま した。 その後 昭和43年(1968年)に 保助看法が

改正 となり、看護教育 カ リキ ュラムは、医学モデル

か ら準 医学モ デルへ と変化 ・発展 を遂 げま した。準

医学モデルで は、看護の知識 は医学専門領域 とそこ

か ら導 かれた痛 み ・呼吸困難 ・マ ヒな どの概 念 に基

づ く知識 、発達段 階 などに焦点 をあて、"生 活援助"

と"診 療の介助"の 二つ が看護 の主要 な役割 と認 識

され るよ うになりま した。看護教育 は長 い間、 この

準医学モデルで展開 され現在 に至 って いると言 えま

す。1989年 のカ リキュラム改正で は統合看 護モデル

でのアプローチが志向 され、1996年 秋 に予定 されてい

るカ リキ ュラム改正では、 さらにその転換 が意図 さ

れています。統合看護 モデルで は、健康連続体上 の
"人間"に 焦点 をあて

、看護の知識 と してあ らゆる

看護学科 教 授 岡 田 洋 子

健康 レベ ルにある人 間の状 態 に由来 する危機、喪失、

発達 、適応、セルフケアといった学習内容 が重要 と

なって きてい ます。実践 的 には、身体的側面 に関す

る医学的専門知識 を必要 と しなが ら心理 ・社会的存

在 としての人間の自律 を援助 し発達 や適応 ・自立 を

支援す る、デ リケー トで鋭 い洞察 力、人 間 として慎

重 かっ暖か な実践活動 が主要 な役割 、 と私 は考 えて

います。健康時 は理 性的で判断 力 をもった人間で も、

病気一 つで赤 ちゃん返 り します。 そ うい う心身 とも

に病んでい る人 をケ アす るのです。

遅 れて いた看 護教 育 の大 学化 を喜 ぶ一方で、看

護教 育は過渡的時期 ゆえの 多 くの問題 ・課題 を抱 え

て いることも痛感す る毎 日です。私の大学での看護

教育の取 り組み は始 まったばかりです。 「看護 とは

何 か」 「人間 とは何 か」 「教育 とは何 か」 「何 を、

ど う教 育 しよ うと しているの か」 など謙虚 に問い続

け、あせ らず に、 目の前の問題 ・課題 に取 り組 んで

い きたい と考 えてい ます。 そ して 「看護の質の向上」

を目指 した大学教育 とは何 かを、模索 し続 けたい と

思 います。

この夏 、天使短大時代の教 え子達 が旅の途 中 に立

ち寄 り、1泊 してい きま した。 この教 え子達 が、 そ

して当看護学科 の学生達 が担 う21世 紀の看護 ・医療

は、今 まで以 上 に複雑 ・高度化 して くると思 います

が、今 まで以上 に人間 に暖 かく、デ リケー トで、か

つ 力強 い もの になってい くであろ う事 を感 じて いま

す。 また心 か らそ う願 っています。
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度 目の人生のスター ト
ー痛みのわかる医師を目指 して一

医学科第1学 年 吉田 哲也

私は文化系大学を卒業後13年無
}

間に亘 り電機メーカーの国際部

門に勤務 し、本年3月 末に会社

を退職 して入学 した35歳の新入

生です。従 って今回の人学は私

にとって2度 目の人生のス ター トとなります。

入学 に至 る迄 に一・番困 った ことは、一般受験生 と

異 なり仕事の都合に依 り受験 の機 会が左右 されるこ

とで した。1月 のセ ンター試験 当 日は英国 出張 と重

なり危 うく受験 不可能の瀬戸際 に立 た されま したが、

幸い顧客の都合で延期 となったため、受験す ること

が出来 ま した。1月29日 には受験 参考書 を携 え国際

線 に乗 り込み ました。 ところが今度 は2次 試験 日が

フ ィンラン ド出張 と重 なりましたが3月 の期末決算

の関係 で これは中止 となり、 ことな きを得 ま した。

この よ うな数 々のハ ー ドルがあ りなが らも私 が医師

の道 を選んだのは、病め る方 々の ために直接 お役 に

立 ちたい と思 ったの が最人の理由 です。

敗戦後国民は祖国復興 を目指 して勤勉 に働 き、世

界中に 目本製品 をあふ れさせ る程の急速 な経済発展

を遂 げま した。 しか し、物 質的 には豊か になったも

ののその真の豊 か さを実感 出来 ないのが実情です。

それは生産効率第一主義の代償 として、いたわ りの

心 、他 人の痛 み を知 る優 しさを失 った結果で はない

で しょうか。特 に、かっ ての産業先 兵で あった老人

や経済成長のは ざまに うず もれた弱者 に対 して は切

り捨 てる傾向 さえ見 られます。一方 、多 くのサ ラリ

ーマ ンは厳 しい労働環境の中で残業、休 日出勤 を強
　

いられ、混雑 した長時間の痛勤で疲 れ果てて*J'りま

す。 これ らを社 会で経験 した私 と しては人間性の回

復 を目指 し、 これ らの人々に対 して 「心身の いや し」

のお手伝 いをしたいと思 って居 ります。

更 に、私の過 去の業務経験 を生 か し 「国境 な き医

師団」的 な国際貢献 を したいとも思 って居 ります。

インターネ ッ トの発達 によ り医学の世 界 も国際化 の

流 れが益 々加速す ると思われます。今後、私の国際

的経験 が生かせ る場 を積極的 に求 めてゆ きたい と考

えてお ります。

「=一 =二===コ

旭川医大に入学して

看護学科第1学 年 大武由希子

4年 聞すばらしい思い出と学

舎を与えてくれた弘前大学を後

にして、北海道で3番 目に開学

された、この旭川医大看護学科

に入学し既に数ヶ月が過 ぎようと

してい ます。予想だ にしていなかった1期 生 と して

の プレッシャーと国立大学の枠組みの厳 しさに驚 い

ているとい うのが、今の率直 な気持 ちなの かも知れ

ません。 しか し、第1期 生 として は今後 に向けて単

位 の認定、教養科 目の医学科 との合同授業や部活動

の あり方 など早急 に解決 していって も らいたい問題

があると感 じています。それと同時 に、 自分 自身 も

広 い視野 を持 つ こと、 さらに、自律の言葉の意味す

るところを十分 に考 えていかなければならない と思

っています。

看護学科で は現在 、一般教 養科 目のほか、専門基

礎 科 目の形態機能学 と基礎看護理論 を学んでいます。

一般教 養科 目には数理情報科学等の実習 が組 み込 ま

れ、科 目においても私が今 まで学んで きたものか ら

変化 して きているのだ と実感 しています。専 門基礎

科 目では特 に、基礎看 護理論では グルー プワー クや

レポー トなど受 け身ではい られない講義 が多く、自

分の考 えを表現す る、人を理 解す る難 しさに直面 し

毎回悩 むばか りです。それで も、明 るく個性 的 なク

ラス メイ ト、 とて もパワフルな教官 、す ば らしい旭

川の環境 に支 え られ励 まされて、徐 々に看護 学の面

白さに引 き込 まれっつ あ ります。

「行 き当た りばった りの看護 をしないために
、確

固 と した看護観 を持つ ことが大切。 だか らこそ看護

を学ぶな ら看護大学 に行 きなさい。」 と、看 護職 に

就 く先輩 としての母 は、 いつ も誇 りを持 って私 に伝

えて きま した。今、 こうして大学 にい られ ることを

家族 に感謝す るとともに、母の言葉 を自分のために

活 か し、実行 してい きたいと心 か ら願 ってい ます。
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旭川医科大学に留学して

6年 前の入学式当時、誰 もが私 を留学生 として見

ず、 ご く普通の新入生 のよ うに見 られ ました。 とい

うのは、よ く言 われ るよ うに、私 はあ まりにも日本

人似 で した。逆 に、私 の同級生、 しか も人生の先輩

で もある浜 田様 が しば しば留学生 として見 間違 え ら

れることがあ りま した。今思 えば、浜田様 に対 して、

本当 に迷惑 をかけて しまいま した。

上述のエ ピソー ドはまだ記憶 の中で新鮮 に刻 まれ

ているにもかかわらず 、時 は 「光陰矢の如 し」の よ

うに、あれか ら、既 に6年 が経 と うとしています。

私 も今頃、他の同級生 と同 じく、 どの道 に進 むべ き

か、迷 っている最中で あ ります。

話変 わります が、私 はマ レー シアのケ ラン市の出

身で あ ります。マ レー シアとい う国は、恐 らく口本

人にとって、あまりなじみのない国か も知 れませんが、

地球儀でみ ると赤道 のす ぐ北 に位置 してい ます。気

候 は熱帯性 であ り、年間 を通 じて24℃ 以上であ り、

20℃ 以下 になることは殆 どあ りません。マ レーシア

は複合 多民族国家であ り、主 にマ レー系 、中国系、

イン ド系で構成 されています。 それ ぞれの文化 を持

ちお互 いに主張 しあって、融合す ることなく、同 じ

屋根で平和 に暮 ら しています。

さて、私 の来旭 に関 しま して、 よ く、 「なぜ旭川

医大 を選んだか」 とい う質 問 を され ます 。理 由 は

三っ あ ります。第一 に、上述の よ うに、私 は生 まれ

も育 ちも熱帯地で あるため、雪、 そ して寒 い地方で

の暮 らしは常に心の中の ささや かな憧 れで ありま し

た。第二 に、私 は将来、欧米 、特 にカナ ダに、 さら

に留学 したい と思 っていて、そのため、旭川 の極寒

季 にさえ慣 れて しまえば、将来 どこへ行 って も耐 え

られ るのでは ないかとい う無邪気 な願望 が ありま し

た。最後 に、私 が大学 に入 る前 に、 よ くこん な体験

話聞かされ ました。 「日本人 と親 しくなるのは至難

なことです よ」。 そのため、大学 を選ぶ際 、なるべ

く留学生の少 ない学校 を選 びま した。その おかげで

医学科第6学 年 コ ー リ ー ウ イ

日本人の友達 も多くで き、私 と同期の留学生 に比 べ

ると、 日本語 も断然 に上達 し、お酒 も人一倍 に飲 め

るよ うになっています。

旭川 に来 てか ら、最 も印象深 く残 ってい るのはや

は り、四季の移 り変 りがはっきりしてお り、春 には

エゾム ラサキ ツツジの紫、夏 には、ラベ ンダーの紫 、

ポ ピーの 白や赤、 ビー トや牧草 の縁 が さわや か、秋

には赤 い実 をつ け るナナ カマ ドの並木、エ ヅ松や紅

葉樹等によ りおりなす影色 が美 しく、そ して冬の白銀

世 界も素適 です。旭川の 自然は まだ沢 山残 っていて、

清潔 で空気 が新鮮で あることもまた魅力的 です。食

べ物 に関 して も、特 に私の好 きな魚 貝類 は とても新

鮮で美味 しくいただけることが何 よりも魅 力的です。

私 は今 までの 「か ぐら!J'か」 に登場 していた留学

生達 と違 って、 自費で来ています。 そのため、学内

から、学長、副学長 を初め とし、教 官一同 や職員の

方々か ら色 々な援助及 び助言 を受 けてまい りました。

この場 を借 りて、 ささや かですが、心 から御礼 を申

し上 げます。

学 外において も、アルバ イ トの形で、私は色 々 な

人と知 り合い、学 問で体験 で きなかった ことも体験

し、 日本語の勉強 にもつ ながり、 しかも素手で 日本

の文化 に触 れることがで きま した。本当 に旭川 に来

て良 かった なあとつ くづ く思 っています。

勉学以外の私生活においても、私は充実 した生活 を

送 っています。夏 には雄大 な北 海道 の自然 を満喫 し、

冬 にはスキーや温泉め ぐり等 で楽んでい ます。学 内

・外の国際交流 にも積極的 に参加 しています。更 に、

長年の夢で ある 「国際 レス トランを大学祭で開 くこ

と」 も去 年の夏 に実現 し、好評 をいただ きま した。

最後 に、まだ沢 山の友達 が欲 しく、道で ばった り

会った ら、気楽 に声 をかけて下 さい。旭医大の学部

留学 生一 号 と して 、恥 な い よ うに、 これか らも一

生懸 命頑張 って行 きたい と思い ますが、 どうか暖 か

い気持 ちで見守 って下 さい。

5
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男子バスケ ッ ト部今昔

医学科 第5学 年 山中 康裕

旭川医大 男 」㌦バスケ部 は、1期 のT葉 先生 を中心

に開学 と同時 に結成 され ました。'11時 、大学 には体

育館 もな く、部 員も2人 と練N,=7もままな らない状態

で したが、5期 の浜 田先生 、6期 の徳広先生 らの時

代 に1よ、体制 も整 い東医体3位 と活気 が出て きま し

た,,ま た、 この頃 には女子 部 も結成 され、いい関係

を保 ちながら現 在に至 ・2てい ます。

その後は なかなかい い成績 を残 せない時代 が続 き

ました が、15期 の野口先生 、16期 の小酉 先生 、鳥井

先生、5年 の永峯 らを中心 に した91年 度 には、 タレ

ン トが揃 い東医体準優勝 と、第2の 黄 金期 を迎 えま

したC,

近年、チームはゾー ンプ レスをは じめと した 多彩

な デイフ ーン玖か ら(/)「RLIN&GUN」 スタイル

の完成 に、6年 の国沢、榎本 、佐藤(・)ら を中心 に

「 一 一 一

取 り組 み 、 地 区 体 で は3年 連 続 ベ ス ト8と 安 定 した

成 績 を 残 して い ま す 。

本 年 度 は 有望 な1年 生 の 加 人 と 、2、3年 生 の 台

頭 ‡1あり 、 ヒ級 生 と ド級 生 の 力 が う ま くII歯み 合 っ た

結 果 、 東 医 体 ベ ス ト4、5年 振 りの 全医 体;Illl場と 好

成 績 を収 め る こ と が で き ま した 、、

現 在 、 部 員 は24名 、 女子 部 とマ ネ ー ジ ャ ー をr..t5め

る と 約50名 と大 所 帯 と な り ま した 、,練=3,7は週3回 と

少 な い 分 、 密 度 の 濃 さ と個 人 練 習 で 補 い 、 明 る い雰

囲 気 の 中 頑 張 っ て お り ま す 。 ま た 、 今 年 はOB会

が 、 顧 問 の 久 保 教 授 、 会 長 の 千 葉 先 生 、 副 会 長 の 宮

津 先 生 、 和 泉 先 生 の 御 指 導 の 下 に 設 航 さ れ 、 ま す ま

す の 発 展 が 期 待 さ れ ま 一凱,

チー ム は 今 、 新i日 交 代 のii云換 期 を」∫旦えCい ま す が 、

全 医 体 で も活 躍 し た 新 キ ー フ'ラ ン、3年 の 佐 藤(大)

を中 心 に 、 悲 願 の 東 医 体 制 覇 へ 向 け て 一 丸 と な ・・て

い き た い と思 い ま す,,

障害者問題研究会の現在

医学科 第4学 年 鈴木 太郎

障害 者問題研究会(障 問研 〉は、そσ)名の通 り、

将来医療 に携 わる者と して 「障害 者」の問題 を真摯

に考えてゆこ うと作 られたサー クルの よ うです、、

表現 がやや頼 りないのは、文化 系サ ークルの 全般

的退潮の例 に洩れ'ザ、障問研 も開店休 裳状態の時期

が若 トあって、必ず しも縦の繋 が りが うま く'できて

い ないためです,,伝 え聞 くところで は、井 の先輩方

は、学 祭での発表やボ ランテ ィア活動 など精 力的に

活 動 されていた ようで す。

現 在は、生 き残 り部 員の00君(3年)と 、学校

の勉強だ けで このまま卒業 して しま うことに何 とな

く不安 を抱 いていた僕 たちが、何 とか再建 しっ っあ

るといった状 況です。ボ ランテ ィア実践 重視のサー

クルは他 にある(AVA)の で 、障問研 は次の よ う

な方針で活動 してゆ こうと考 えて います。

① 障害者 と接す る機 会を 多くもっ ニマ スメデ ィア

1

を通 してではな く、実際に障害 者と接す る機会は 多

くあ りません、,そのため、 ともすれば障害 者に対す

る理解が抽象的 なもの になりがちです。 と りあえず

は、施設や作業所の 見学 を積極自く」に行 うことから始

めて、 このよ うな欠点 を克服 したい と考えてい ます,,

② 障害 者の問題 につ いて、医療従 事者が直面す る

様 々な倫理的 問題 を学び、考 える:医 療技術の進 歩

の速 さ、医療 ・福 祉 関係 法 規の相 次 ぐ改正 な ど を

考 えれば、比較 的u.,一間 に恵 まれた学 生 の うちに、

広 い視点か ら様 々な問題 につ いて学び、色 々な人の

意 兄を聞 き、自分 なりに考 えることは、たとえ結 論

がす ぐに川な くても有意義 なことだ と思 います、、

とはい うものの、今年度の活動実績 としては、作

業所 兄学1回 、勉強 会数回 といったところで、他 は

部室で酒盛 りを して各方面(書 籍 部、学生課 、隣接

び)各サー クルの皆様)に ご迷惑 をおかけするなど、

余 りパ ッとしません。 とりあえずは焦 らずめ げず、

ボチボチや って ゆこ うと思 いますので 、よろ しくお

駆1い至≦〔します。
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やま もと あ け み

氏 名 山 本 明 美

所 属 皮膚科学講座

出身大学 旭川医科大学

ひ と 言

微 力なが らも橋 本 ・高橋講師 とともに、飯塚 教授 を

ささえ、学生 ・後輩の教育、質の高い医療の達 成、

独創的 な科学研究の推進 に貢献 したいと考 えて おり

ます。 なにぶん若輩 ですので、関係各位の ご理解 と

ご協 力をお願いす る しだいです。

匂
たか は し ひで とし

氏 名 高 橋 英 俊

所 属 皮膚科学講座

出身大学 旭川医科大学

ひ と 言

旭川医大7期 卒です。まだまだ臨床、研究面で未熟

な点が多 く諸先生方に御迷惑をかける点が多いかと

思いますが宜 しくお願いします。

氏 名

所 属

出身大学

ひ と 言

やす か わ み どり

安 川 緑

看護学科

東京医科歯科大学大学院

東京の喧喚 を離れて早 や5ケ 月、抽選 で当てた"愛

車"を 駆 っては、北海道の大 自然 を満喫 して います。

何 とい ってもここ北海道で 「老人看護学」 とい う、

まだ緒 についたばか りの研究分野 を追求す る好機 に

恵 まれたことには大感謝 です。 どうぞよろ しく!ノ
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第一外科腫瘍グループで呼吸器外科、乳腺外科、食

し

道疾患を中心とした消化器外科と広範囲な領域を扱 で

っています。最近は内視鏡 ド手術 も積極的におこな
1

い次世代の外科 をめ ざしてお ります。良い先輩、後

輩 にめ ぐまれ楽 しく仕事 してお ります。
1

躍 』 氏 名簿 謝

勝 輔 鵬 馨座 i

胆 ・膵疾患の画像診断、内視鏡的診断と治療および

胆 ・膵腫瘍の臨床病理学的研究を専門として行って

お ります。 この領域 に興味 のあ る先生達 と一緒 に仕

事 が出来 るのを楽 しみ に してお ります。

、 『:甑
f」 の み の る

縢 』尚 融 科峯第三講楚

剛 蟹 野 善 旭川医科大学

この度第三内科講師を拝命し、いささか緊張 してお

ります。専門分野は肝臓学病ですが、これからは診

療 ・研究 に加 え、学生教育 にも力を傾注 しよ うと考

えてお ります。 よろ しくお願い申 し上 げます。
～

臨 ない と う ひ さし

氏 名 内 藤 永
"Tl

所 属 英 語 1

騨 憶 鷺 東北大学●文学部
研究テーマ:人 間の言語能力の理論的解明を目指す

生成文法。特 に、格理語を中心 とした比較統語論。
"Th

ewholeearthwasofonelanguage."Gen11:1

寒 さが非常に苦手ですが、周囲の暖かい人柄 に支え
…

られ、心 身共 に充実 した毎 日を送 りた いと思います。
オ

r

一 ;
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研 究 室 紹 介
■ ドイツ語 ■ 田中 剛

講義実習棟 四階の ほぼ中央 に ドイツ語教官室 は位

置 してい る。ス タッフは田中1名 で、1988年8月 に

北海道大学文学部独文学講座助 手か ら本大学 に赴任

して以来、基礎教育系言語文化 部門 に属す る学科 目

の一つであ るこの言語の教 育 を担 当 している。医学

部にd」ける ドイツ語教育 をどの よ うに理解 し、実践

して きたか、 また、田中個 人の研究 の現状 につ いて

も紹介 を兼 ねつつ ご報告 したい。

ドイツ語 は、第一学年で4単 位(通 年)、 第二学

年で2単 位(前 期)を 履修 せねばな らず 、英語 よ り

2単 位少 ないが必修科 目と して重要 な位置 を占めて

いることには変 わ りない。第二学年後期 につ いては、

1993年 より選択必修科 目 ドイツ語 コースが開講 され

て、意欲のあ る学生 に中級 ドイツ語の教材 を提供 し、

広 い視野 か ら ドイツの歴史 ・文化等 に接す る機会 を

拡充 した。学生 にとって、履修 開始 か ら一年半後 に

ドイツの新聞や雑誌の学術情報 コ ラム等 がオ リジナ

ル な形で理 解で きるよ うになるのは、一種 の感激で

あ るはず なのだが、現実 には語学 に取 り組 む時間 と

根 気の 要求 を前 にして腰が引けて しま うよ うだ。 し

か し、 「医学部だか ら」 とい うよ うな前提 を立てず、

教 材をもとに ドイツにかかわ る様 々な領域の話題 を

取 りr.げ るの が当初 か らの方針で ある。 コンピュー

ターの おかげで、 ドイツの時 々刻 々のニュースも画

面上で即座 に入手可能 になった現在、 これ を日々の

授業 に如何 に生かす かを思案 中で ある。

田中個人の研究分野の一つで ある異 文化解釈学 と、

F記 の授業の局面 は、「他者」 と しての異文化(das

Anders-sein)を 自国の文化(dasSo-sein)と どの

よ うな地平 で相互理解 させ得 るか、の問題意識 と重

なって いる。 また、他の研究分野であ る現代 ドイツ

文学 においては、主 と して戦後作家であるギュ ンタ

ー ・グラスを中心 に据 えて、 ドイッ統一後 とい う現

時点 からこれ までの グラス像の再解釈 の作業 に取 り

組 んで いる。

(ド イツ語 助教授)

医 大 祭 を 終 え て
第22回 医大祭 実行委員会委員長

医学科第5学 年 三関 哲矢

大学祭 を成功裏 に終 えることがで きましたことを

謹んで御報告 申 し上 げます。"i初 四人で ス ター トし

た実行委員会で したので、果た してこれだけの人数

で運営 で きるの かど うか非常 に危惧致 しま したが、

それも杞憂 だった よ うに思 われます。川田悦 子さん

の講演会やバ ン ドコンテス ト、花火 な どの企画 に何

らかの形 で運営 に参加 して くれた人は多 く、来年以

降 も大学祭 を続 けていけ そうだ とい う手 ごた えは確

実 に残 りま した。

ただ、来年以降 も大学祭 の運営 は非常 に困難 を極

め るで しょう。 とい うのは、中心 となって働 いて く

れる人がなかなかいないのです。委員長然 り、企画

の責任者 もです。 この問題 を解決 しない限 り、安定

した大学祭の運営 は望 め ませ ん。実際 に企画の運営

を手伝 って くれる人は結構沢山 いるのです か ら、後

は中心 た り得 る人がいれば大学祭は大成功 を収 めま

す。 もちろん私は来年 も大学 に居 ります し、大学祭

の成功 のためにはいかな る努 力も惜 しまない覚悟 で

いますが、残念 ながら私 はもはや大学祭の中心 にい

るべ き人間で はないので す。少 な くとも今の二 年生

の一部 は大学祭の ノウハ ウにつ いてはある程度は分

かっているはずです か ら、 ド級生の皆 さんが中心 に

なって大学祭 を作 り上 げてい くことは充分可能です。

結局大学祭 が成功す るか否かは皆 さんの気慨 にかか

っているのです。

私 自身、"iた り前の ことです が、委員長 は初めて

の経験で した。 これか ら医師 を目指 そうとす る者は

必ず職場での人間関係の構築 、コ ミュニケーシ ョン

が不可欠ですが、そ うした重要 なこともこの大学祭

か ら学べた よ うな気 が します。 これだ けの大学祭 を

や り終 えて非 常に満足 しま した し、自分たちがや っ

て きたことに対す る自信 もつ きま した。

最後 に、私 をご支援 して下 さった諸先生方、並 び

に学生課 を初 め とす る事務 の皆様方、快 く協 力を申

し出て くだ さった関係諸氏 に深 く感謝 の意 を表 し、

実行委員長の挨拶 と させていただ きます。
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第43回 北 海 道
地区大学体育大会

第39回 東医体(夏 季)

開 催 さ れ る

第43回 北海道地 区大学体育大会 が、帯広 畜産大学

の当番で、7月11[(木)14b(目)ま で開催 さ

れま した,,

道内の国 公私立 大学45校 が参加 し、本学 か らは男

子8種 目、 女r5種 目に参加 して熱戦 を繰 り広 げ、

準硬 式野球 と卓球 女 」㌦が第3位 と健 闘いた しま した,、

参加種 目の成績 は次の とお りです。

(学生課)

＼ 、

種'ぱ 、位
優 勝

'∫:院 大

学 院 大

11
準優勝1 旭 川 医 た

＼

-2}

女

北 大

旭 教 大

一

第18位

第12付:
一一

第3位

3囲 戦

札 医 大

函 教 大

陸L競 技

準 硬 式 野

皿

バ ス ケ ノ ト

ボ ル
ー

バ レ ー

ボ ー ル

1一 球

履,1道

弓 道

球

男

女

');

女

男

道 都 大

札 教 大

北星学園

旭 教 人

北海学園
丁

酪農学圃 2回 戦

2回 戦道 都 大

北海学國 1回 戦

予 選 リ ー ク北海学園
一 一

北 大

北海学園女

男

男

道医療大

道頼毎旭

一一

第3位

予選 リー グ旭 川 大

樽 商 大
一一一

室Il大

学 院 た北 大

北k

一一一

ハ ン ド ボ … ル
ー 一

学 院 大

一

1回 戦

総 合

女

男

女

北海学園 道 都 大 第16位

ド道医療大 北
大 第13位

/ J3妻 璽

覧塩
'こc

幽 峨

(男子バ レーボール)

7

第39回 東 日本医科学生総 合体育大 会(夏 季大会)

が、日本 大学医学部の 主管で 、7月20日(十)～8

月ll日([)ま で36校 が参加 して行 われま した,7

本学 か らは男女 あわせて25種 口に参加。

参加種 日の成績 は次の と1Jり ですU(学 生 課)

種N
、

陸 一一上μ

＼ 順 位l

l優 勝 準 優 勝 第3位

　 冒

筑 波 大

自 治 医 大

弘 前 大

III形 大

昭 和k

準 硬 式 野 球

一一

札 医k
　

テ ニ ス

ソフ トテ こ ス

H球

男 自 治 医 大 順 天堂 大一

束 女医 大

r葉 大

福 島 医k

札 医 人

女 日 本 医 大

男

女

男

女

群 馬 大

群 馬 大

山 形 大
一一一一

信 州 大 新 潟 大

山 梨 医 大

信 州 大

新 潟 大

福 島 医 大

東 北 大
一-

群 馬 大

群 馬 大

筑 波 大

'h 信 州 大
一一.一

杏 林 大

北 大

新 潟 大女

バ レー ホ ー ル

バ ド ミ ン トン

1・ 福 島 医 大 東 北 大
一 ・一

一

旭 川 医 大

札 医 大

旭 川 医 大

群 馬 大
■

筑 波k一一

東 北 大

k

女 福 島 医 大

順 天 堂 大

山 形 大

新 潟 大

東 北 大

自治 医 大

→1ノ カ _一

男バ ス ケ ノ ト

ボ ー ル 女 山 形 人 聖 マ リrンr

医 大一

山 形 大

福 島 医 大

新 潟 大

日 本 医 大

新 潟 大

順 天 堂 大

lil梨 医 大

東 邦 大

北

昭 和 大

旭 川 医 大

秦 道 信 州 大

慶 応 大剣 道

弓 道 東 北 大

防 衛 医 大

慶 応 大

秋 田 大

空}道 蜀 協医 大

i男
水 泳1

女

一一一一

弘 前 大

束 女医 大

北 たハ ン ド ポ ー1レ 白治 医 大

弘 前 大
ゴ ル フ

男

女

順 天 堂 大 11本 大

日本 医 大 昭 和 大

弘 前 大

東 京隊 大
一 一一・

自 治 医 大ラ グ ビ ー 新 潟 大

・団体 卓球 女子4位

・個人 卓球 シングルス女 子

弓道 男 子

陸上3000mSc男 子

陸 ヒ円盤投 男 ∫㌦

木村 麻里4位

刀く上 倉り6イ 立

駒林 優樹3位

松尾公美浩3位
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平成8年 度 後期分授業料免除 平成8年度 日本育英会奨学生の募集について

及び延納 ・分納について 日本育英会は、優秀な学生で経済的理由のため就

学困難 な者 に学資 を貸与 してお ります。
平成8年 度後期分授業料免除及び延納 ・分納 を希 本学では、 日本育英会か らの推薦依頼 に基づ き、

望する学生で、下記基準のいずれかに該当すると思 出願者の種 々の条件 を考慮 して選考 を行 い、 日本育

われる学生は、教務部学生課厚生係で必要書類を受 英会へ推薦 します。

け取 り下 記の期間内に申請 して下 さい。 ただ し、 日本育英会では奨学金貸与 の種別 ごとに
「

なお、 申請者 にっ いては、選考の間授 業料の納 入

を猶予 します。

推薦基準 が定 め られてお り、 その資格 があって も採

用枠の関係 で推薦で きない場 合 があ ります。

奨学生補 充の募集があった場 合は、公用掲示板 に
また、不明 な点は、同係 に問 い合 わせ願 います。 掲示 しますので、貸与 を希望す る学生 は、提 出期 限

に遅れないよう所定の書類を教務部学生課厚生係に

記 提 出 して く だ さ い 。

1.授 業料免除基準 なお、募集の時期以 外に家計の急変 によ り、学資

(1)経 済的理由によって授業料の納付が困難であ
の支弁 に困難 な事情 が生 じた場 合は、同係 に相談 し

て くだ さい。
り、 かつ 、学業優秀で あると認 め られ る場合

なお、平成8年 度 において原級 に留置 されて

いる者又は、最短修 業年限 を越 えて在学 してい
学生教育研究災害傷害保険の加入について

v

る者は、免 除の対象 と しない(休 学 の理由 によ
本学 は、学生の正課 巾 ・課外活動中 ・通学中およ

び大学の授業等、学校行事 または課外活動 で施設問
る者 を除 く。)

移動 中にお ける災害事故補償 のために 『学生教育研
(2)授 業料納期前6ヵ 月以内(新 人生 につ いて は、 究 災害傷害保 険』 の賛助会員大学 となり下記の とお

1

入学前1年 以内)に おいて学生の学資 を主とし り加入受付事務等 を行 ってい ます。本保 険は、学生

て負担 して いる者(以 下 「学資負担者」とい う。) の互助共済 を基 本 として運営 されて おり、学生生活

が死亡し、又は本人若 しくは学資負担者が風水 中の 万一の場 合に備 え、で きるだけ全員 の加入 を勧

害等の災害を受けたことにより、授業料の納付
めています。

なお、本年4月 よ り通学中等傷 害危険担保特約 が
が著 しく困難であると認められる場合

付 帯 さ れ ま した 。

(3)(2)に 準ず る場 合であって、学長 が相当 と認め まだ加人 していない学生 、保険期間の切 れて いる
'る事由 がある場 合

学生 は教 務部学生課厚生係 に申 し込んで ください。

記

2.申 請書類

(1)授 業料免除申請書

1.受 付 期 間

平 成8年lo月1Li(火)～'lz成8年10月31日(木)

2.受 付 窓 口 教 務 部 学 生 課 厚 生 係

② 学資負担者が死亡 した場合は死亡診断書(写) 3.保 険料(通 学中等傷害危険担保特約含む)

(3)災 害を受けた場合は罹災証明書(市 区町村、 6年 間4,300円(900円)

警察、消防署 が発行 したもの。) 5年 間3,750円(800円)
)

(4)市 区町村発行の所得証明書(給 与所得者にっ
4年 間3,100円(650円)

いては、平成7年 分の源泉徴収票 を、給与所得

者以外については、平成7年 分の確定申告書(…

3年 間2、400円(500円)

2年 間1,650円(350円)

1年 間950円(200円)

面 ・二面)等 の写 し(生 計 を一にす る家族全員

分)を 、また、学資負担者が死亡 した場合は、

死亡前の所得証明書を併せて添付す ること。)

(5)失 業者は、民生委員又は職業安定所の証明書

(6)生 命保険金の支払いを受けた場合は、当該保

険会社の保険金支払証明書

(7)家 族の中に就学者がいる場合は、その者(申

請者本人及び義務教育の就学者は除 く)の 在学

証明書

(8)そ の他家庭事情により参考となる証明書等

3.申 請期間

平成8年9月2日(月)～9月20目(金)

()は 通学中等傷害危険担保特約保険料分
4.支 払い保険金の種類と金額

＼ 正 課 中

学校行事巾

学 校 施 設 内 の 休 憩 中
学校鷹謹内外の課外活動中
(学檀施設外の課外活動中

ついては、大学に層出た活
動に限 る。)

死 亡 保 険 金 1,200万 円 600万 円

後遺障害保険金
』 一 一

医 療 保 険 金

54万 円 ～1,8∞ 万 円 27万 円 ～900万 円

実 治 療ll教4it

以 上 が対 象

6干 円 一一30万 円

実 治療 日数14日
以上 が対象
3万 円～30万 円

入 院 加 算 金 1日 に つ き4.000円 1日 につ き4,000円

通学中等傷害危険撫保特約

＼ 通学中、大学の授業等、
学校 行亭 または課外活動
で施 設間移動中

死 亡 保 険 金 600万 円

後遺障害保険金 27万 円 …9∞ 万 円

医 療 保 険 金
実泊療 日数14日
以 上が対 象
3万 円 一30万ｵ1

入 院 加 算 金 1Rに つ き4,000円

一10一



一.

(

卒 業 生 の 動 向
去 る3月25日(月)に 本学 を卒業 した99名 の勤務

(連絡)先 は次の とお りです。

また、3月 に行われた第90回 医師国家 試験 には本

学卒業生102名 が受験 し、91名(平 成7年 度卒業生

90名)が 合格 しま した。(学 生課)

氏 名

介
潤
功
彦
桂
玲

樹
子

一
輝

一
.
俊

武
恵

学
二
恵
之

一
文
誠
子
茂
覚
恵
史
実
雄
子
晋

行
三
喜
記
泰

.
一学
治
画

一
子
徳
滋
之

人
朗
泰

春
史
康
拓
也

郎
聡
知
宏
紀

龍

和

靖
明
雄
昌
佳
幸
英

幸

雄
靖

辰
栄
尚

民

将
利
征
正
和
優

寛
洋
聡
英
正
康

哲

史
清
晃
威

暁
直

文
智
大
勝

達
幹

英
和
秀

原
倉
當

川
上
崎
内
糎
島
川
栗
野
田
林
馨

妹
山
藤
川
田
渠

木
川
川
岡
杉
田
代
岡
沢
村
村
峯
井
村
本
池
・
出
木
川
垣

果

良
達
賀
奮

村
本
島
原
子

藍
有
伊
池
石
井

岩
梅
越
大
小
小
尾
鎌

小
齋
酒
佐
笹
佐
品
城
菅
鈴
鈴

瀬
外
高
高
竹
丹

富
中
中
中

長
溜
野
橋
蓮

樋
福
船
古
坊
源
柳

山
由
安
伊
伊

岩
岡
岡
尾
小
金

勤 務(連 絡)先

群馬大学医学部(第 一外科)
旭川医科大学(第 二外科)
旭川医科大学大学院(内 科学第三講座)
旭川医科大学(泌 尿器科)
旭川厚生病院
北海道大学医学部(麻 酔科)
群馬大学医学部(第 一一内科)
北海道大学医学部(麻 酔科)
旭川医科大学(麻 酔科蘇生科)
旭川医科大学(第 ・内科)
札幌医科大学(眼 科)
愛知県 刈谷総合病院
旭川医科大学(放 射線科)
岩手医科大学(第 二外科)
旭川医科大学(第 一内科)
北海道大学医学部(形 成外科)
旭川医科大学(麻 酔科蘇生科)
北海道大学医学部(形 成外科)
旭川医科大学(第 一内科)
旭川医科大学(眼 科)
北海道大学医学部(第 ・内科)
札幌徳州会病院
浜松市 聖隷二方原病院
旭川医科大学(精 神科神経科)

岩手医科大学(第 二内科)
旭川医科大学(第 三内科)
旭川医科大学(第 二外科)

北海道大学医学部(小 児科)
旭川医科大学(整 形外科)
東京女子医科大学(消 化器病センター)
信州大学医学部(小 児科)

旭川医科大学(小 児科)

旭川医科大学大学院(耳鼻咽喉科学講座)

旭川医科大学(第 二外科)
埼玉医科大学(神 経精神科)
旭川医科大学人学院(産 婦人科学講座)

群馬大学医学部(第 一内科)
金沢大学医学部(小 児科)

北海道大学医学部(第 三内科)
北海道大学医学部(第 二内科)
旭川医科大学(麻 酔不糊ミ生科)
東京女子医科大学大学院(循環器外科学講座)
旭川医科大学(眼 科)
旭川医科大学(産 科婦人科)
旭川医科大学(第 二外科)
北海道勤医協 中央病院
旭川医科大学(第=内 科)
旭川医科大学(泌 尿器科)
旭川医科大学(第 二外科)
旭川医科大学(第 二内科)
旭川医科大学(病 理部)
旭川医科大学(整 形外科)
北海道大学医学部(麻 酔科)

.
修
嗣
子
郎
裕
穂
博

.
之
子
位
子
芳

昌
次
淳
紀
燕
晴
敦
透
猛
治

緑
充
朗
彦

一
大
博
也
子
美
子
樹
郎
乃
忠

人
子

歌

太

美
太

憲

昌
裕
新
幸
美

一
祐
紀
和

学
智

一
弘
賢

真

幸

公

恵
亮
和
高

信
純
聡
博
仁
茂
健
清
賢
憲
恵

合

向
村
池
藤
藤
川
藤
藤
水
井
橋

出
岡
野
坂
屋

出
田
尾
野
村
浦
川

野

永
原
屋
間
浦
実
本
鍋

好

一
井

川
川
田

谷
多

河
北
木
小
後
斉
佐
佐
佐
清
白
高
武
舘
谷
千
十
津
富
中
中
巾

西
長
波
林
福
藤
古
本
松
松
松
真
南

三
盛
吉
吉

吉
和

宮 城 県flll台 徳 州会 病院

北海道大学医学部(第 三内科)
名古屋大学医学部(第 三内科)
旭川医科大学(第 一・外科)
旭川医科大学(第 三内科)
旭川医科大学(第 ・外科)

旭川医科大学大学院(産 婦人科学講座)
旭川医科大学(第 一外科)
旭川医科大学(脳 神経外科)
旭川医科大学大学院(皮 膚科学講座)
旭川医科大学(第 ・内科)
旭川医科大学(麻 酔科蘇生科)
旭川医科大学(整 形外科)
旭川医科大学(第=内 科)
北海道大学医学部(麻 酔科)
北海道大学医学部(麻 酔科)

旭川医科大学大学院(麻酔・蘇生学講座)
旭川医科大学(第 一・内科)
北海道大学医学部(第 二外科)

旭川医科大学(第 一内科)
旭川医科大学(第 二外科)

旭川医科大学(脳 神経外科)
北海道大学医学部(第 二外科)
旭川医科大学(第 一一内科)
東京医科歯科大学大学院(分子薬理学教室)
旭川医科大学(皮 膚科)

旭川医科大学(第 一内科)
北海道大学医学部(整 形外科)
旭川医科大学(小 児科)

旭川医科大学(皮 膚科)
旭川医科大学(皮 膚科)
旭川医科大学(第 三内科)
旭川医科大学(第 ・内科)
旭川医科大学大学院(内 科学第二講座)
旭川医科大学(精 神科神経科)
旭川医科大学大学院(産 婦人科学講座)

看護学科新入生研修
平成8年 度看護学科新入生研修が5月23日(木)、

本学第5セ ミナー室で実施 されました。

この研修は、新入生の皆 さんが少 しで も早 く大学

生活に慣 れ、心身共に豊かで明るい学生生活を送 っ

てもらおうと企画 したものです。

看護学科及び一般教育の先生方の助言、新人生の

自己紹介など、終始和やかで華やかな雰囲気の中、

瞬 く間の2時 間が過 ぎました。(学 生課)
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外国人留学生交流会
案 施 さ れ る

7月31日(水)外 国人留学生 オ リエ ンテーシ ョン

及び交流会が、旭川市の優佳良織工芸館、国際染色

美術館、雪の美術館等の施設で実施 されました。

これは留学生を市内近郊の文化施設に案内 し、日

本 を理解 して も らうとともに、指導教官、チx一 タ

一、職員及び留学生相互の交流を図ることを目的に

毎年実施 しているものです。

優佳 良織工芸館 を見学の後 、パ ークゴルフで、青

空の下気持 ちの良い汗を流 し、大いに交流 を深める

こ とがで きました。

(学生課)
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(雪の美術館)

教 官 の 異 動

新 しい看護学科に希望を託 して

今年から開設された医学部看護学科に4月 に着任

しました。担当は母性看護学(助 産学を含む)で す。

新しい環境 に適応するには、やはりいろいろと紆余

曲折があり、4ヶ 月経て大部周囲が見えるようにな

り、自分の居場所が出来てきたといったところで し

ょうか。

さて、創設期 というのは困難が付 きもので、右往

左往 して方向が定まらなく、無駄 なエネルギーを使

い、くたびれることも多い反面、創造する喜びや理

想 を追求する喜びもあるといえる。

昨今、看護教育の大学化は社会の要請でもあり、

ここ数年の間にその数が急増 している。今 日、少子

化に伴 う受験生の減少と高学歴化は大学が選ばれる

立場 にたたされ、大学が個性化、多様化をはかり魅

力的な大学への変身が問われることになる。看護教
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育 も行 く先、 このよ うな大学の危機 に立た され る時

が くるこ とと思 われる。

私 は着任 して初 めて大学教育 に携 わることにな り、

微 力なが らカリキュラムの見直 しや構 築 とい う作業

にかかわる中で大学教育の難 しさと重 要性 を痛感 し

て い る。 大学教 育 カ リキ ュ ラムは職 業能 力に向 け

て、速成、即 効教育 を目指 した専門学校 ・短大 とは

違 うはずである。少なくとも、物事 を捉 え、分析 、統

合 、構 築 してい くための基礎学 力内容 として は決 し

て同等ではない。 そこで、大学教育に於 けるカ リキ

ュラムや教育方法が問われることになるとい える。

また、わが国の看護教育 は、 その教育課程 がい ま

だ医学の学問体系の枠組み を脱 し切れない現状 があ

るが、今[、 看護学は、その 目的 において医学 と異

なることが明 らかであ り、 そして、看護学は人間 を

対象 とす る学問体系 として確立 しつつ あるといわれ

てい る。

他の学問領域 か ら較べ るとまだまだ未熟 な看護学

であ り、併せて私自身 も未熟 ものです。 よい大学 に

なるか否 かは大学や教官の一方的 な働 きかけではな

く教官 と学生の相互作用 が大 きな比重 を占め るもの

と考 える。旭川医科大学看護学科がよ りよ く充実す

るため に、学生の皆 さん とも力を併せ て築 いて行 き

たいと思っている。

(看護学科 助教授)
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